
2023.6.16 AS委員会

ベースマーク (BM)

Value

ファミリー
繰り返し／ハイブリッド

パーシャル︓0.1 フル︓0.5

HYBRID DIFFICULTY TABLE　( In force as from 14 June 2023 )       ハイブリッドデフィカルティ表（2023年6⽉14⽇より施⾏）

繰り返し／ハイブリッド ラスト20秒内の各ハイブリッド各ハイブリッドにつき1回
チームのみ　SY-P 2x / SY-F 1×

**7 動作以上

ボーナス
プレイスメント（PL）

ラスト20秒内のハイブリッド
トラベリング（TR）

1ｍ以上
同期（SY）

パート（SY-P）または フル（SY-F）

レベル2

0.05

他の⾼さを保持しない動作やアップダウン動作をしている間
の180°-360°回転

0.15

最低２つの異なるスプリット姿勢（右スプ
リット、左スプリット、横開脚）による⽔⾯で
のアリアーナローテーションまたはスプリットバリ
エーション
スプリット姿勢から垂直姿勢を通過して脚を
⼊れ替えてスプリット姿勢（反対脚）

レベル1

ベントニー垂直姿勢での垂直沈みまた
は、フィッシュテイル姿勢から⽔平の脚を
持ち上げ垂直姿勢から垂直沈み
フロントパイク姿勢からベントニー垂直姿
勢またはフィッシュテイル姿勢

ファミリー
コネクション（C）

0.45

サーフェスアーチ姿勢からナイトまたはスプリッ
ト
ベントニーサーフェスアーチ姿勢からベントニー
垂直姿勢

下降スピン1080°-1440°

0.30

レベル4

レベル3

両脚または⽚脚での垂直浮上
アイソレイティッド動作をしながら垂直姿
勢で浮上

2x
⽔⾯でのパイク姿勢

上向き⽔平姿勢からサーフェスアーチまたは
ベントニーサーフェスアーチ姿勢

スラスト（T）
L1-4 2x / L5-9制限なし

0.15

スラスト＋クラッシュして終了

0.05

0.15

上昇スピン720°-1080°

0.20 0.3

ハイブリッドのベースマークは0.5に固定。ハイブリッドのDDにベースマークは加算されない。Declared Difficultyが未達成の場合はそのハイブリッドはBM0.5になる。アクロバティックと同じ考え⽅。

ローテーション（R）
L1-4 2x / L5-9制限なし

⽚脚または両脚:
スワール180°-360°

⽚脚スラスト

⽚脚スラスト＋360°スピン

スラスト＋垂直沈み

⽚脚スラスト＋720°スピンまた
はトワール180°

スラスト＋フレキシビリティが必
要な姿勢

0.40

0.35

0.30 0.15

明瞭なスプリット（少なくとも1、2秒保持）
ウォークアウトフロント

下向き⽔平姿勢からベントニーサーフェスアー
チまたはスプリット姿勢

0.15

0.10

パターンチェンジ（PC）

全てのPCを加算

0.45  / C4+ 0.55

エアボーンウエイト(AW)フレキシビリティ(F)
2x

垂直姿勢での垂直沈み，またはアイソ
レイティッド動作を⾏いながら、垂直沈
み
フロントパイク姿勢から垂直姿勢

3秒以上の持続的に⾼さを維持する⽚
脚または⽚脚と両脚の組み合わせ動作

あらゆる姿勢（パイク、タブ、タック、頭下⽅
タック、垂直ベントニー、フィッシュテイル、垂直
姿勢など）から、⽚脚による素早いスプリット

0.20

2x

0.05  / C1+ 0.15
⽚脚による対⾯でのコネクション

0.2  / C2+ 0.30
⽚脚後⽅またはサイドのコネク
ション

下降スピン360°- 720°
両脚ツイストまたは両脚トワール180°
⽚脚ツイスト360°

0.45
⽚脚または両脚:

⽚脚または両脚:
スワール720°-1080°
下降スピン180°
⽚脚ツイストまたは⽚脚トワール180°

0.35
⽚脚または両脚:
スワール1440°
上昇スピン180°- 360°

0.35  / C3+ 0.45
両脚でのコネクション

両脚ツイスト360°

0.55



レベル

垂直姿勢から1回ツイスト（360°）しながらスプリット姿勢
360°の両脚トワール

スラスト（T）

レベル5

3秒以上の安定したフィッシュテイル姿
勢とパイク姿勢（脚は⽔⾯より上で、
垂直から30°-60°）でのアイソレイ
ティッド動作。いずれの膝／脚の動作は
動作回数で評価される。

エアボーンウエイト(AW)フレキシビリテ(F)

0.45

コネクション（C）
⽚脚での垂直コネクションで回
転（少なくとも180°は最⾼の
⾼さで回転する）

0.5 / C5+ 0.60

ナイト姿勢から垂直姿勢を通りフィッシュテイ
ル姿勢

レベル9

2⽅向へのツイスト720°
0.75

レベル8

0.65
2⽅向へのツイスト360°

0.70

レベル7

少なくとも3秒以上⾼さを保持しながら
アンバランスな状態で⾏う垂直姿勢
いずれの膝／脚の動作は動作回数で
評価される。

0.600.30
スプリット姿勢から360°ツイストしながら垂直姿勢になる。

0.65

レベル6

3秒以上⾼さを保持する垂直姿勢
0.50

0.50

0.55

0.60

0.65

スラストキャッチ垂直姿勢の保
持

スラスト＋フレキシビリティが必
要な姿勢の後にスピン720°以
上

スラスト＋スピン720°以上

スラスト＋フレキシビリティが必
要な姿勢の後にスピン360°

ローテーション（R）
⽚脚または両脚︓
⽚脚ツイスト720°
⽚脚上昇スピン1440°
両脚下降スピン1440°以上

両脚のみ︓
コンバインドスピン720°
リバースコンバインドスピン720°
2⽅向のコンバインドまたはリバースコンバインドスピン360°
ツイスト1080°
アンバランスツイスト360°

⽚脚または両脚︓
両脚コンバインドスピン360°
両脚リバースコンバインドスピン360°

スラスト＋スピン360°またはト
ワール180°

ベントニーサーフェスアーチ姿勢から垂直姿勢

サーフェスアーチ姿勢から垂直姿勢
0.25

ナイト姿勢から垂直姿勢
ナイト姿勢の保持（少なくとも1-2秒）

少なくとも2つ以上のナイト姿勢を含むナイト
の組み合わせ

両脚での垂直コネクションで回
転（少なくとも180°は最⾼の
⾼さで回転する）

0.55 / C6+ 0.65

⽚脚のコンバインドスピン(360°-720°)
⽚脚のリバースコンバインドスピン(360°-720°)

0.60

⽚脚の2⽅向のコンバインドまたはリバースコンバインドスピン
360°-720°

両脚ツイスト720°
両脚上昇スピン1440°

両脚のみ︓
コンバインドスピン1440°
リバースコンバインドスピン1440°
2⽅向のコンバインドまたはリバースコンバインドスピン1080°
アンバランスツイスト1080°

0.80

両脚のみ︓
コンバインドスピン1080°
リバースコンバインドスピン1080°
2⽅向のコンバインドまたはリバースコンバインドスピン720°
ツイスト1440°
アンバランスツイスト720°


